





































第1の点について言えば， ピッターマン (H.J. Bittermann)の指摘す
るように2)， それはスミスの方法ｶヨニュートン (SirlsacNewton, 1643-
1727）の影響下にあって， 自然科学における方法の道徳哲学(mralphilo-
sophy)への適用であったとする視点から説明されうるように思われる。














ThEJ"ffzizJqfPp"""JE"fzD"zy'Vol. 48,No. 4,P. 506.な端， ピッ
ターマソの論点の検討については， 拙稿「アダム・スミスの経験主装と自然法
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仁恵域「神にあってはおそらく唯一の行動原理であるかもしれ葱い。 ． ， ． ，
















であ」 ることから， 「慎慮の問題が初版の中心主題をなすものではなく」， その
中心主題は「正装の感情論的基礎付けにあった」 とする見解を提示しておられ
る。田中正司「アダム・スミスの正装強｣， 「横浜市立大学強躍」第26巻，社会



























































































































































averagerate) というものがある。 ． ・ ・ ・との率は，一つにはその社会の
一般的事情によって， すなわちその貧富によって， その進歩，停滞ま
たは衰退の状態によって， また一つには労働と資本の各用途の特定の
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が， まさにく正義的> (juSt)なのであ」 り， 「したがって，不平等な利益
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